
私たちは「赤城白川」「鶴ノ木川」「縮山」など南橘地域の豊かな自然を大切にし、

次の世代に引き継ぎます。

より住みよい環境を築くため、 「花・緑いつぱいとの運動を推進します。

人と自然が共生できる社会をめざしt地 域 ・家庭から 「ごみ減量・リサイクル」に

取り組みます。

思いやり、助け合いを広げる地域福祉活動を進めます。

T 爾 橘の自然を守ろう
。橘山を始め北部地域に残る 「里山Jを 守ります。
・田口、川端t上 細井地域、赤城白川のほたるが飛び交う環境を大切にします。
・桃ノ木川 白赤城白川など身近な川を生かした活動に取り組みます。
口子どもたちをはじめ多くの人が南橘の自然にふれあえるよう自然観察会を開きます。

2花 ・緑いっぽけ畷癖購地成に         ,義 各口花いつばい運動コンクールを行います。
口街角花壇づくりで歩いて楽しい町にします。
・案の花 (田回葉)プ ロジェクトで遊体農地を花いっばいにします。

3 ご 秘械星ギ′叶fク fLで強聴にやとしlldに
口有価物集団回収の回数増と雑古紙回収を推進します。
口古着などの再利用を推進するため、無料交換会を開きます。
「廃食用油を回収し、石鹸やバイオ燃料にリサイクルします。
口地区や町の行事での使い捨て容器の使用を減らします。

思いやしl・mrt合 いあfELれる地職に
ふれあい口いきいきサロンを町ごとに開きます。
・一人暮らしの高齢者を守るため、

安全安心パ トロールの充実をはかります。
・災害時の支援体制をつくります。
日子育てサロンを地域で開きます。
・ボランティア活動をさらに広めていきます。

― tLの開
口文化財等を訪ね、地域の再発見をします。
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